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また、M 理論の文脈では、提案された幾何学量が M2-brane 上の Kähler 構造という基本的な幾何
構造に対応することが証明されている。行列という自由度のみを用いて、このような基本的な構造が構成
できるという本論文の結果は、行列正則化を理解する上でも重要であると考えられる。例えば、行列正則
化の具体的構成法として幾何学的量子化や Toeplitz 量子化といった方法が知られているが、本論文の
手法はその手続きの逆を与えている。従って、これらの量子化問題を理解する上でも本研究の結果は有
用であると期待される。 
本論文の内容は非常に独創的であり、得られた結果は行列模型に付随する幾何学的な問題に対する
一つの解法として大変興味深いものである。本論文では数学的な構成に焦点があてられたが、幾つか物
理的な問題への応用も考えられる。例えば本論文の方法は、行列模型の古典解の分類などには有用で
あり、今後、行列模型のダイナミクスの理解に向けて、このような応用が期待されるところである。行列模型
が弦理論やM理論といった量子重力理論を記述しているという元の予想に対しても、本論文の結果が寄
与することが大いに期待される。 
 
 
 
〔最終試験結果〕 
 平成３０年２月１３日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
